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しかし、十五世紀に入りコンスタンチノーブルがトルコ人の手中におちたときから、この市の凋落がはじまった。
また十五、六世紀は、絵画などの芸術が栄えた。
十八世紀、ナポレオンの軍隊に占領され、その後十九世紀中ごろには、イタリア王国に統一された。
今日、この市は北イタリアの観光の中心地として、｜年を通じて多くの観光客をよんでいる。訪れるのにいちばん
て発展して行った。
｜般にベーースとし罵
みがあるかもしれない。
市の起源は古く、六世紀パドワ人がロンパルディァの侵略を避けてやってきて、潟湖の一つに住みついた。九世紀
（１） 
に入ると、リド（べ、ネッィァ対岸の島）の近くのマラモッコの住民たちがベネッィアをつくった。
十世紀から十三世紀にかけて、そのめぐまれた地理的位置により、ヴネッィアはますます東西貿易の中継ぎ港とし
llii 研究ノート
ま
ち
ローマの北五四一一キロのと｝」ろに「ヴネッィア」という市がある。
｜般にベーースとして知られている〃懲跡の市〃である。われわれ日本人には”水の都ベニス“といったほうがなじ
天正遣欧使節の碑文について
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よい季節は、春か秋とされている。
先年の夏、わたしはある目的をもってこの〃水の都“を訪れた。が、この市の風光や景色にみとれている気持の余
裕などはなかった。ここに滞在中に何んとしても、わが眼で見たいものが、いくつかあったからである。しかし、そ
の情趣に富んだ町のたたづまいは、みじかい滞在中のおもいでとして深く心に刻まれている。
ヴネッィアの建物の多くは、水ぎわに軒をならべている。一般庶民の家、富裕なものの邸宅、宮殿、各様式を代表
れ
つ
と
つ
する教〈室の建物の赤褐色の屋根がわら、黄や赤や白などからなる壁が、烈日に映じ、目にしみ込んでくる。建築美に
富み、くしの歯のように並んだ建物の影は、波のあいだにもまれてゅらめている。
しのぎやすいイギリスからローマ郊外のフィウチミーノ空港におり立ったわたしは、いきなり南欧の碧色の空から
ふりそそぐ、強い日光に照りつけられた。何ともいいようのない暑さを感じるようになったのは、このときからであ
る。シロッコと呼ばれる、サハラ砂漠から地中海をわたって吹きつけてくる乾燥した風のせいか、体の水分は抜け、
のどの渇きを覚えるようになった。
ローマでは何日か滞在し、その間に国会図書館で苦労しながら古い雑誌のコピーを取ったのち、トスヵナの画趣に
富んだ野を車窓にながめながら、陸路北にむかった。フィレンツェ、ヴェロナの町を泊りあるき、ついにヴネッィァ
しだいに沈みゆく”水の都“にやって来たのは、ひとつには日本人の足跡をたどりたかったからである。古くは十
六世紀にすでに、われわれの先人がヴネッィァを訪れている。よく知られている主なるミッションでは、天正・慶長
の両道欧使節、明治期の岩倉使節団などがそれである。イタリアにおけるこれらの使節に関しては、すでにこれまで
（２） 
に史家がいくつも研究を発表しているし、史料集までが刊行されている。わたしの関心は、かれ盲ｂの全行程をたど
にたどりついた。
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天正道欧使節の碑文について
り月る
もＡ■一一Ｊぷ。＿ヴネッィァのものは、岩倉使節団が中山総領事やイタリア側の応接委員らの案内をうけ、明治七二八七四）年五
月二十九日国立古文書館（旧フラーリ古文書館）を訪れ、そこで日本使節署名の手紙を何通かみたのち、サンタ・マ
リア・デラ・サルーテ教会を訪問したとき、日本人として初めてみている。
約三六○年前に同胞がかいた日本書簡や碑銘をはからずも見たといった記事は、累緬大使米欧回覧実記四』にみら
れるが、碑銘について学問的に初めてふれ、かつ原文までも紹介したのは、おそらく「嚥眉脈慈恵教院の記念石文」
り、その事蹟を究めようとするものではない。むしろイタリア人が日本人の一行をみてどのような受けとめ方をした
のか。当時のかれらの日本人観とは何であったのか、などに興味がある。もっともこの方面の研究は、内外の研究者
ら
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
の
こ
と
は
、
す
で
に
や
ら
れ
て
い
る
。
そこでわたしにできうることといえば、とくに天正道欧使節らが訪れた、あるいは通過したのちに、土地の者が記
念につくった大理石の碑銘をわが眼で見ることぐらいである。従来、天正道欧使節についての碑銘として、その存在
の三箇所である。
し
か
し
、
現
在
一
のありかが知られているのは、
しかし、現在まで確認できるのは、ヴネッィアとリミーーの二つだけである（地図Ｉ）。
（３） 
マントヴァに近いサンタ・ベネデット・デイ・ポリロー、不教会のものは、教会の廃止とともに喪失したようであ
サンタ・マリア・デラ・サルーテ教会……ヴネッィア
サン夕・ベネデット。デイ・ポリローネ教会……マントヴァの近く
ムゼィ。コミュナリ（市博物館）：．…リミーー
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ｓ史学会雑誌」試捨七號所収、明治妬・３）が最初であろう。
こ
う
ｓ
掲載された記事は、同誌の会員でもあったイタリア全権公使渡辺洪基（一八四八～一九○一、明治期の官僚）が、
明治二十四（’八九一）年九月ヴネッィアにおもむいたとき、たまたまサンタ・マリア・デラ・サルーテ教会（図版
Ｉ）に近接する「セミナリオ・パトリァルカーと（図版Ⅱ）において、中庭柱廊の壁にはめ込まれた「大理石板」
（横五尺ばかり、縦三尺ばかり）があることを発見したというもので、
ｌ史学考証ノー助トモナルヘキモノナラン．
と、イタリア語の原文に英訳をつけて寄稿した。
しかし、じっさい執筆し、稿を寄せたのは、小倉秀貫という人物で、碑文（原文）の訳者は、Ｍ・Ｓとなってぃ
これにつづく紹介記事は、その約二○年後に発表された正木直彦「北部伊太利考古旅行」（『考古学雑誌」第戴巻第
試號所収、明治“。、）であろう。
このなかで執筆者は、みじかいイタリア滞在中に文書館などをめぐり、ヴネッィァにいたったとき、「セミナリ
オ・パトリアルカーとを訪ね、教会にたのんで碑銘の拓本をとらせてもらった、と語っている。
当時、写真撮影ができなかったとみえて、論文のなかに拓影がそえてある。
またヴネッィァに滞在した京都帝国大学教授浜田青陵は、サルーテ教会を訪ねながらも碑文をみることを逸したた
め、『天正遣欧使節記』（岩波書店、昭和六年）を刊行するとき、正木論文にみられる拓影を利用し、「ヴェネチャ市
（４） 
カリタ学寮日本使節記念碑銘」と題して、再録している。
その後も時おりヴネッィアを訪れる邦人らは、この碑銘をみに「セミナリォ。パトリァルヵーレ」内に入っただろ
ヲ（》。
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ン
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が
、
今
日
、
そ
の
記
事
に
ふ
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
。
ひ
と
つ
に
は
こ
の
神
学
校
は
非
公
開
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
最近ではヴネッィァ大学教授アドリァーナ・ポスカロ女史が、「イタリアにおける臓年の使節」（の冨凰Ｃ誌、ｚｐ
ｍ
囹
所
収
）
と
題
す
る
論
考
を
発
表
し
、
そ
の
な
か
で
高
橋
由
貴
彦
氏
の
撮
影
に
よ
る
碑
銘
・
柱
廊
・
中
庭
の
小
さ
な
写
真
を
三
葉
そ
えた。が、写真が小さいのが難点である。「セミナリオ・パトリアルカーとは、四層からなる四角形の建物である。
わ
た
し
は
幸
運
に
も
、
格
別
の
は
か
ら
い
で
中
に
入
れ
て
も
ら
え
た
が
、
私
設
の
建
物
だ
け
に
中
に
入
る
に
は
特
別
の
許
可
が
い
る
。
緑
色
の
扉
を
く
ぐ
る
と
、
中
庭
と
回
廊
が
目
に
と
び
込
ん
で
く
る
。
回
廊
も
庭
も
す
べ
て
石
が
敷
き
つ
め
て
あ
る
。
中
庭
の
中
央
に
花
壇
が、また庭の四隅には花の鉢がおかれている。
回
廊
の
壁
は
、
赤
レ
ン
ガ
づ
く
り
で
あ
る
。
そ
こ
に
い
く
つ
も
大
小
の
記
念
の
石
版
が
み
ら
れ
る
。
天
正
道
欧
使
節
の
碑
銘
は
、
｜
扉
を
入
っ
て
左
手
奥
の
柱
廊
の
隅
に
あ
る
（
平
面
図
）
。
そ
れ
は
床
か
ら
約
三
メ
ー
ト
ル
位
の
高
さ
の
レ
ン
ガ
壁
に
う
め
込
ま
れ
た
、
●
曰
い
大
理石製の石板である。目測では、大きさは縦約一メートル、横約一メートル五、六○センチもあろうか（図版Ⅲ）。
原
文
は
つ
ぎ
に
引
く
も
の
が
そ
れ
だ
が
、
す
べ
て
大
文
字
で
刻
ま
れ
て
い
る
。
碑
版
の
四
隅
は
、
す
こ
し
丸
く
け
ず
ら
れ
て
い
る
。
第
一
行
目
だ
け
は
、
ラ
テ
ン
語
で
、
あ
と
は
す
べ
て
イ
タ
リ
ア
の
古
文
で
あ
る
．
す
な
わ
ち
、
Ｉ
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こ
の
学
院
は
、
当
時
サ
ル
ー
テ
の
西
方
、
今
あ
る
「
美
術
ア
カ
デ
ミ
ァ
」
に
あ
っ
た
▲
も
の
で
、
の
ち
に
廃
校
と
な
っ
た
。
少
年
使
節
ら
は
学
院
が
ま
だ
盛
ん
な
と
き
に
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
碑
文
に
よ
る
と
、
少
年
た
ち
は
枢
機
卿
ベ
ス
ア
リ
オ
ネ
が
こ
の
学
院
に
寄
贈
し
た
聖
遺
物
を
お
が
み
、
他
日
じ
ぶ
ん
た
ち
の
君
主
と
そ
の
民
の
た
め
に
、
同
校
と
似
た
学
校
を
つ
く
ろ
う
と
誓
願
し
た
。
学
院
長
は
か
れ
ら
に
てマント（８℃目）を贈ったとある。
し室使節らがながく後世にその名を留めるきっかけとなった記念の石板は、その後現在の地に移された。すなわち、サ
露ン・マルコ広場から運河にむかって右手斜めの対岸ｌドガーナ・デイ・マーレの地にある、サンタ・マリア・デル
麺ラ・サルーテ教会の隣り、「セミナリオ・パトリアルカーレ」の回廊の壁にある。
”わたしはヴネッイアよりインター・シティに乗り、途中ボローニャ駅で汽車をのり換え、車窓に高丘と糸杉の木だ
唾ちと赤い屋根の農家などをみながら、リミニにむかった・トスカーナの野もそれなりに美しかった・リミニはイタリ
天
ア中北部、ボローニャの南東一一○キロ、アドリア海に注ぐマレッキア川河口の町である（地図Ⅱ）。ローマ時代、
問
し
た
こ
と
で
あ
る
。
天
正
道
欧
使
節
の
四
少
年
（
伊
東
マ
ン
シ
ョ
、
千
々
石
ミ
ゲ
ル
、
原
マ
ル
チ
ノ
、
中
浦
ジ
ュ
リ
ァ
ン
）
が
、
キ
オ
ッ
ジ
ャ
か
ら
ヴ
ネ
ッ
ィ
ァ
に
い
た
っ
た
の
は
、
’
五
八
五
年
六
月
二
十
六
日
（
天
正
過
・
５
．
羽
）
の
こ
と
で
、
同
年
七
月
六
日
（
天
正
ｎ
．
６
．
９
）
当
地
を
は
な
れ
、
パ
ド
ヴ
ァ
ヘ
む
か
う
う
ま
で
十
日
間
滞
在
し
た
。
ド
ー
ジ
ュ
｝
」
の
間
か
れ
ら
は
統
領
の
謁
見
を
う
け
た
り
、
市
中
の
教
会
は
い
う
に
お
よ
ば
ず
、
市
庁
舎
、
ム
ラ
ー
ノ
島
の
ガ
ラ
ス
エ
場
、
リ
ー
ド
島
の
港
、
倉
庫
、
砲
台
な
ど
を
見
学
し
た
ほ
か
、
市
の
城
塞
、
造
船
所
、
図
書
館
な
ど
を
訪
れ
た
。
と
く
に
碑
銘
と
の
関
連
で
だ
い
じ
な
のは、ヴネッィァを出発する前日にサンタ・マリア・デルラ・カリタ学院（②目。盲Ｓｍ・豈冒戴口烏」一口（旨忌日）を訪
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交通の要衝としてさかえたところである。歴史的遺物もすこしはあるが、あまりみるべきものはない。今日、夏のあ
い
だ
の
海
水
浴
場
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
ここもかなり暑かった。どのホテル、ペンションも海水浴客らでいっぱいである。少年使節の一行は、’五八五年
一
月
一
日
（
天
正
旧
・
１
．
釦
）
イ
タ
リ
の
リ
ヴ
ォ
ル
ノ
に
ま
ず
到
着
後
、
ピ
サ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
シ
ェ
ナ
を
経
て
ロ
ー
マ
に
い
た
り
、
約
二
ヵ
月
以
上
滞
在
の
の
ち
帰
路
に
つ
き
、
ア
ッ
シ
ジ
、
ペ
ル
ー
ジ
ァ
、
ロ
レ
ー
ト
、
イ
モ
ラ
、
ア
ン
コ
ー
ナ
を
経
由
し
て
、
ア
ド
リ
ア
海
に
沿
っ
て
進
み
、
セ
リ
ガ
リ
ャ
、
フ
ァ
ー
ノ
、
ペ
ザ
ー
ロ
、
リ
ミ
ー
ー
、
イ
モ
ラ
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
、
フ
ェ
ラ
ラ
、
キ
オ
ッ
ジ
ャ
、
ヴ
ネッィァ、パドヴァ、ヴィチェンッァ、マントーヴァ、ミラノ等を通過し、ジェノヴァにいたった。一行はここで乗
船
し
、
来
た
道
を
ひ
き
か
え
し
、
ス
ペ
イ
ン
に
む
か
い
、
さ
ら
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
い
た
り
、
の
ち
そ
こ
を
出
帆
し
、
帰
国
の
途
に
つ
い
リ
ミ
ー
ー
の
町
が
使
節
一
行
の
来
訪
を
知
っ
た
の
は
、
そ
の
到
着
の
十
数
分
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
急
ぎ
歓
迎
の
準
備
に
と
り
か
かったことは言うまでもない。一行がこの町を通ったのは一五八五年六月一六日（天正旧・５．ｐ）のことで、町民
ら
は
、
日
本
使
節
の
リ
ミ
ニ
通
過
を
長
く
記
念
す
る
た
め
に
、
大
理
石
の
碑
銘
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
。
も
り
ず
み
その碑銘（図版Ⅳ）をたまたま発見したのは、吉浦盛純（在ローマ日本大使館書記官）である。同氏は昭和十一二年
八
月
ご
ろ
、
天
正
道
欧
使
節
の
足
跡
を
た
ど
ろ
う
と
、
案
内
書
と
手
帖
を
手
に
し
て
、
ロ
レ
ー
ト
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
、
イ
モ
ラ
、
フ
ェ
ラ
ラ
の
町
を
巡
遊
し
、
文
書
館
・
庁
舎
・
教
会
な
ど
に
寄
り
、
実
地
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
ある朝、町のほぼ中心に位置する「市博物館および絵画館」（言この８○国ごロ８斤のＢＯＯ白目四一の）を訪れた。ここ
を訪れたのは、二階に展示してあるグイド・カニャッチ（○・○四碩目ＣＯ一一六○｜～八一）の作と伝えられている日本
一一十六聖人中のヤソ会の三殉教者（パウロ・ミキ、ヂョバンニ。デイ・ゴトー、ヂャコモ・キサイ）の油絵をみるた
た
｡ 
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吉浦が思いがけず発見した碑銘は、かっては「雪のように白かった」にちがいないが、一見セメントでも作ったか
、
、
（８） 
と疑われる位にくろずみ、かつきめが荒くなっていた、ということである。
ま
い
が
けれど「破損や磨滅を免れている》」とだけで、このうえもない幸せだと云はねばなるまい」と述べている。
かれは酷暑と戦って歩きまわったかいがあったことをしみじみ実感した。何よりも使節一行を追う旅で、この記念
て碑銘をみいだしえたときほどの喜びは他になかった、と語っている。
し車かれは｝」の碑銘をみいだすと、早速小型の写真機（ラィカ？）をとりにホテルに帰り、それを手にしてふたたび博
砿物館にもどると、碑銘を撮影した。のちにローマで期待に胸おどらせながら現像してみたら、かすかに文字がよめる
麺程度にしか写っていない。フラッシュを用いずに撮影したため、露出不足だったのである。
”その後も写真のことが頭からはなれなかった・リミニの写真屋に手紙をだし、写してもらおうか。それとももうい
遣正ちどリミーーを訪ねようか、などと考えた。が、公務多忙のため暇がなく、帰国のときも、ローマからリスボンまで飛
天
行機で飛ばねばならぬといった忙しい旅行であったために、とうとう写真は持ち帰れなかった。
それは、わ》
た
か
ら
で
あ
る
。
ある、
めであった。
ｌわたしの眼は、博物館の入口にちかい、床のうえに立てかけている、一つの碑銘に吸いつけられた．ラテン語
で書かれたその碑銘を一読したとき、わたしは驚喜した。
それは、わが史興をそそってやまぬ天正遺欧使節等のこの町（リミーーー引用者）通過を記念するための碑銘であっ
閉館には二○分ほど余裕があったので、かれは回廊の壁にはめ込んだ碑文の断片などをみてまわった。そのときで
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そ
の
館
員
は
、
日
本
桂
と
が
で
き
ぬ
、
と
い
う
。
くれた。
さ
い
わ
い
碑
文
と
碑
銘
の
大
き
さ
だ
け
を
ノ
ー
ト
に
写
し
と
っ
て
お
い
た
。
そ
れ
だ
け
が
、
不
幸
中
の
さ
い
わ
い
と
い
え
た
。
か
れ
は
帰国して数年後にこのときの見聞を「や諭天正使節記念碑銘Ｉ附「ブルーニ」の年代記」（『史学」第二十巻第二
号
、
昭
和
一
六
年
二
月
）
と
題
し
て
小
論
に
ま
と
め
、
発
表
し
た
。
わ
た
し
は
リ
ミ
ー
ー
に
着
く
と
、
重
い
荷
物
を
か
つ
ぎ
な
が
ら
宿
を
さ
が
し
、
か
ろ
う
じ
て
一
軒
の
安
ホ
テ
ル
を
み
つ
け
、
投
宿
す
る
こ
とにした。昼食後、すぐにカヴァリェリ街の「市博物館および絵画館」（ニロ②の○○国目８【の８○・日目四一の）を訪れ
ム
ゼ
イ
・
ゴ
ミ
ュ
ナ
リ
た。が、現在この名称は用いられず、単に「市博物館」（三口の①一○○日目四一一）（地図Ⅲ。図版Ｖ）と呼ばれている。
受
付
に
若
い
女
性
の
館
員
が
何
人
か
い
た
。
日
本
人
の
こ
と
を
書
い
た
碑
銘
を
さ
が
し
て
い
る
が
、
知
ら
な
い
か
、
と
た
ず
ね
た
ら
、
「
知
ら
な
い
、
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
よ
う
な
答
え
が
か
え
っ
て
く
る
。
な
に
し
ろ
当
方
の
イ
タ
リ
ア
語
と
き
た
ら
学
生
の
と
き
半
年
だ
け
初
級
を
習
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
お
ま
け
に
大
部
分
わ
す
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
会
話
は
あ
や
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。パラ
ヲ
ッ
オ
・
テ
ル
ど
う
に
か
こ
ち
ら
の
い
い
た
い
こ
と
が
少
し
わ
か
っ
た
よ
う
で
、
カ
ヴ
ー
ル
広
場
に
行
け
と
い
う
。
そ
一
」
に
大
き
な
建
物
（
市
役
０
．
０
．
二
－
４
所
？
）
が
あ
り
、
そ
の
壁
に
た
く
さ
ん
碑
銘
が
う
め
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
き
っ
と
そ
一
」
へ
行
け
ば
、
み
つ
か
る
だ
ろ
う
、
と
い
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
暑
い
さ
な
か
、
い
わ
れ
た
通
り
に
カ
ヴ
ー
ル
広
場
に
行
き
、
ひ
と
つ
づ
っ
碑
銘
を
み
た
が
、
み
つ
か
ら
な
い
。
ｌ
市
役
所
の
壁
を
み
た
が
、
無
か
っ
た
。
も
う
少
し
英
語
が
よ
く
わ
か
る
、
エ
チ
オ
ピ
ア
人
女
性
が
、
同
館
の
事
務
所
に
わ
た
し
を
連
れ
て
ゆ
き
、
別
の
館
員
と
引
き
あ
わ
せ
て
と英語でいったら、
日
本
使
節
の
碑
銘
を
み
た
こ
と
が
あ
る
、
と
い
っ
た
よ
う
な
口
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
が
、
目
下
整
理
中
の
た
め
、
み
る
こ
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天正遺欧使節の碑文について
写
真
か
ら
は
、
刻
さ
れ
て
い
る
ラ
テ
ン
語
文
字
の
す
べ
て
を
判
読
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
幸
い
吉
浦
が
ノ
ー
ト
に
写
し
と
っ
た
原
（９） 
文があるので、欠落部分をよみとることができる。士ロ浦論文に記されているものは、大文字と小文字からなっている
が
、
じ
っ
さ
い
写
真
に
写
っ
て
い
る
文
字
は
、
ヴ
ネ
ッ
ィ
ア
の
も
の
と
同
じ
よ
う
に
、
す
べ
て
大
文
字
で
あ
る
。
そのとき天正使節の碑銘が、ほんとうにあるのかないのか、わたしは半信半疑であった。が、帰国して二ヵ月後に
館
長
か
ら
写
真
に
と
っ
た
も
の
が
送
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
は
ほ
ぼ
四
つ
に
割
れ
た
石
版
が
写
し
だ
さ
れ
て
い
た
。
中
央
の
下
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
（
図
版
Ⅳ
）
、
無
残
な
す
が
た
で
ある。一九三○年代には、まだ完全な状態を保っていたことはたしかだが、その後破損した。
い
っ
た
い
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
の
か
、
不
明
で
あ
る
。
ど
う
も
人
為
的
な
手
が
加
え
ら
れ
、
破
損
し
た
と
し
か
恩
え
な
ｌ
何
と
か
今
日
で
も
、
關
と
重
ね
て
た
の
む
と
、
館
戸
す
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
◎ ｌ縦
一
メ
ー
ト
ル
’
五
セ
ン
チ
。
横
一
メ
ー
ト
ル
八
○
セ
ン
チ
．
が
く
ぶ
ち
碑銘板には、油絵を入れる額縁のように、一一重の枠がついている。
大きさは、
富シごゴ一句内湯Ｚｎ］宛向の｛の国ごｚＱ三門西シ向巨の
勺宛○日シの唇シヨニシヱ○幻ご冨勾固○扇》シ○国シ勾勺『○Ｆ○
、
明
日
で
も
み
せ
て
も
ら
え
ま
い
か
。
館
長
宅
に
電
話
し
た
。
館
長
の
返
事
は
、
も
し
碑
銘
が
あ
れ
ば
、
後
日
、
写
真
に
と
っ
て
郵
送
し
て
あ
げ
ま
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豊
後
の
王
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
有
馬
の
王
プ
ロ
タ
シ
ョ
、
お
よ
び
大
村
の
王
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
ら
の
使
者
で
あ
る
マ
ン
シ
ョ
、
ミ
ゲ
ル
、
ジ
ュ
リ
ァ
ン
、
マ
ル
チ
ノ
ら
の
一
行
は
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
十
三
世
へ
の
使
節
と
し
て
遠
い
島
国
日
本
か
ら
や
っ
て
き
た
。
キ
リ
ス
ト
教
信
者
としての誓言をたてるためである。一五八五年六月十六日リミーーに到着したことを、大いなるよろこびとする。
吉浦は碑銘発見後の一日、リミーーの「ガンパルンガ図書館」におもむき、天正使節通過当時の古文書や郷土誌をあ
さ
っ
た
。
調
査
の
結
果
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
大
理
石
の
碑
銘
を
つ
く
っ
た
の
は
、
日
本
使
節
が
町
を
通
っ
た
こ
と
を
長
く
記
念
す
る
た
め
（大意）
三国○三．勾少向勺四ｚ○弓一ｍ・コロシ目》三シ幻日三］ｐ
○○三口ぐこ・シロ巨勺ｏｚｏ幻内向三○口のＰ】ｚのく目の
シロ・口○国○○幻三三〆昌・田向のシ『。宛二三．ご『
目
シ
ニ
の
く
め
○
向
勺
『
シ
○
頭
四
ｍ
目
ヨ
ロ
ロ
三
℃
”
○
国
日
向
幻
向
ｚ
曰
く
元
○
℃
目
シ
『
『
の
の
シ
国
冨
三
ご
ニ
ン
Ｃ
ご
ロ
ヱ
ヨ
ヨ
メ
く
旨
・
【
伊
・
］ご昌勺ぐ国巨○○のくこ勺『くごシメ］三シＣ・伊シ向ゴヨシ
二□Ｆ滉滉開く・巴の弓。『・勺・○・三・のロロロヱ．
勺ぐ国伊『○○のく三
国○の勺．
の・勺．Ｃ・尹宛・ロ．
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ム
ゼ
イ
・
コ
ミ
ニ
ナ
リ
し
っ
く
い
カヴァリエリ街にある「市博物館および絵画館」（現・「市博物館」）は、漆喰をぬった白亜の一二層からなる建物
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
と
隣
り
あ
わ
せ
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
「
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ニ
ス
コ
・
サ
ヴ
ェ
リ
オ
教
会
」
（
Ｅ
○
三
の
田
○
の
一
の①の巨三》の口ご局『：Ｃ冊８ｍ四ぐの１。）がある。
吉浦が戦前リミニにおいてみた、先にのべた画家グイド・カニャッチが描いたとされる三殉教者の油絵は、現在
「
市
博
物
館
」
に
は
な
く
、
こ
の
教
会
の
な
か
に
な
る
（
図
版
Ⅵ
）
。
カ
ニ
ャ
ッ
チ
は
一
六
○
一
年
一
月
二
十
日
フ
ォ
ル
リ
県
サ
ン
タ
ル
ヵ
ン
ジ
ェ
ロ
・
デ
イ
・
ロ
マ
ー
ニ
ャ
に
生
ま
れ
、
一
六
八
一
年
ウ
ィ
ー
ン
で
亡
く
な
っ
た
。
は
じ
め
独
学
で
絵
を
ま
な
ん
だ
が
、
の
ち
に
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
グ
イ
ド
・
レ
ー
ニ
の
も
と
で
修
業
し
、
さ
ら
に
ヴ
ネ
ッ
ィ
ァ
に
お
も
む
き
大家について研讃をつんだ。主な作品としては、「聖メルクリアリスの栄光」「キリストとその弟子マタイ」「あがな
（Ⅲ） 
定い主、イエス・キリスト」「晩さん」「一一一殉教者」「聖アントニオの布教」その他がある。その作風は、十七世紀の自
已Ⅱｖ
（皿）
卓然主義的風潮のなかで完成し、官能的な美の表現をめざした‘ものが多いとされる。
”「三殉教者」すなわち「殉教－）た日本のイェスズ会士三名」（頁【の冨口『ニュロの⑪巨菖の一息己・ロの）とは、慶長一一年一
”月一一十一日（一五九七・二・五）長崎において篠刑となった一一十六名の信徒のうち、パオロ・ミキ宅四○一ｏ昌嵐、
（旧）
雄ジョパンニ・デ・ゴト○一・ぐ自己。の○○一○、ディカコ・キサイロー８８富⑫口、ら三名のみを描いたものである。これ
唾ら一一一名の日本人は、木の十字架に手かせ、首かせによってゆわえられ、両わき腹を長ヤリで刺され、その穂先は体か
天
せ
い
そ
う
ら突き出ている。棲槍目をおおわせる生々しい油絵である。
（叩）
なった。
であったこと。碑銘ははじめ市役所のパルコンの下にすえられ、のち法学者アレッサンドロ・ガムパルンガ邸（後年
、
、
の「ガンパルンガ図誓館」）の表庭に移され、さらにそ一」から「市博物館および絵画館」に移されたことが明らかに
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こ
の
絵
（
ｍ
ｇ
ｘ
］
ｇ
ｏ
己
）
は
教
会
に
入
っ
て
、
中
央
祭
壇
右
手
の
壁
に
か
け
て
あ
る
。
神
父
の
話
で
は
、
何
年
か
ま
え
に
日
本
に
送
り
、
展
示
に
供
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
リ
ミ
ー
ー
よ
り
わ
た
し
は
再
び
イ
ン
タ
ー
・
シ
テ
ィ
に
乗
り
北
上
し
、
ミ
ラ
ノ
を
経
て
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
ヘ
お
も
む
い
た
。
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
汽
車
を
乗
り
か
え
、
地
中
海
に
沿
っ
て
走
り
、
サ
ン
・
ラ
フ
ァ
ェ
ル
（
フ
ラ
ン
ス
の
国
境
の
町
）
で
降
り
る
と
、
船
で
サ
ン
・
ト
ロ
ペ
ヘ
とむかった。ここまでの行程は二泊。苦しい旅であった。この南仏の小港は、元和元年（一六一五）十月イタリアへ
おもむく途中の仙台藩士支倉常長の一行が、暴風雨のため難をさけて寄港し、土地の名家オノレ・コスト未亡人邸に
二
晩
や
っ
か
い
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
か
れ
ら
こ
そ
初
め
て
フ
ラ
ン
ス
の
地
を
は
じ
め
て
ふ
ん
だ
日
本
人
で
あ
っ
た
。
（４）浜田青陵『天正逝欧使節記』（岩波轡店、昭和六年四月）、一七七頁。
（５）この碑文は、シ『、宣く一○『のロの（Ｐでこｇｌ－８Ｎ－Ｃｐの勺の『一○ｓ目・少。。◎の①一二ョ。弓一℃。、『回［旨・の］○・日目の『ｏ一・ｓ三口『８
『一の①ロー具『のロの望、》］田『の一七五頁、○局一一のョ・国の『Ｏヨの斤著Ｆのシロ｛】●すのエョｇｍｎ－■厨Ｑ：己○コのの］ご】区一ｍ》『ご・この一
○○ヨョの『ｇ・曰二四『８『の⑪の貝ご目・『のロ§四・一召『の七八頁、『大日本史料第十一編別巻之二』東京大学出版会、昭
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天正道欧使節の碑文について
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松田毅一『天正道欧使節』（臨川書店、平成二年四月〔新版〕発行）、二’七頁。
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[地図Ｉ］
◆◆◆◆◆◆◆ － １ 
１ドア ■ ■ セミナリオ・バーリアルカーレ サンタ・マリア’デルラ・サルーテ教会色
入に
[平面図］筆者作図。 194 
PiazzaCouvour 
］KarlBaedekeT:ItaliaManueldu 
Voyaqeur,1883年刊より。
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jTiilJiliiIijl ltffI [地図Ⅲ］筆者作図。
可二
真中の建物が天正道欧使節の碑文がある「セミナリオ・
パトリアルカーレ」（立入禁止)。［図版Ｉ］
｢セミナリオ・パトリアルカーレ」内の壁面にうめ込められた
天正遣欧使節の碑文（筆者撮影）［図版Ⅱ］
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天正道欧使節の碑文について
」卦+曽iHi蕊藍蕊Lii褒鞠
中央の左上段，天正遣欧使節の碑文
（筆者撮影）［図版Ⅲ］
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リミニの「市博物館」（MuseiComunali）にある天正適欧使節の碑文
PhotographsentbyllDirettoredeiMuseiComunali（dotL 
archPierLuiqiFoschi)．［図版Ⅳ］
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天正道欧使節の碑文について
リミニのカヴァリエリ街にある「市博物館」と「サン・フランチェ
スコ・サヴェリオ教会」（正面）（筆者撮影）［図版Ｖ］
露
lill轤鯖i曇１１
｢サン・フランチェスコ・サヴェリオ教会」内の
｢三殉教者」の油絵。（筆者撮影）［図版Ⅵ］
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